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●
は
じ
め
に

安
倍
首
相
は
就
任
以
来
三
度
に
渡
っ

て
湾
岸
諸
国
⑴
を
訪
問
し
、
湾
岸
諸
国

の
要
人
も
日
本
を
訪
問
し
て
い
る
。
そ

の
際
に
必
ず
確
認
さ
れ
る
の
が
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
」で
あ
る
。
石
油
・

天
然
ガ
ス
の
多
く
を
湾
岸
諸
国
に
依
存

す
る
日
本
が
、
湾
岸
諸
国
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
安
定
的
な
「
供
給
者
」
で
あ
る

こ
と
を
期
待
す
る
の
は
自
然
な
こ
と
だ

が
、
翻
っ
て
湾
岸
諸
国
の
視
点
に
立
て

ば
日
本
を
含
め
た
石
油
消
費
国
が
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
安
定
的
な
「
需
要
者
」
で
あ

り
続
け
る
こ
と
が
重
要
な
国
益
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の

エ
ル
・
バ
ド
リ
ー
事
務
総
長
も
二
〇
〇

八
年
の
講
演
で
、
石
油
消
費
国
に
と
っ

て
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
供
給
の
安
全
保

障
」が
重
要
だ
が
、石
油
生
産
国
に
と
っ

て
は
「
需
要
の
安
全
保
障
」
こ
そ
が
重

要
で
あ
る
と
唱
え
た
⑵
。
こ
の
よ
う
に
、

こ
れ
ま
で
供
給
の
面
に
重
き
が
置
か
れ

て
き
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
の
議
論

に
需
要
の
面
か
ら
考
察
を
加
え
る
余
地

が
広
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

安
全
保
障
と
い
う
言
葉
は
、
長
ら
く

軍
事
的
な
脅
威
か
ら
国
の
安
全
を
確
保

す
る
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
冷
戦
終
結
後
、
多
様
な
脅

威
に
対
し
て
こ
の
概
念
を
援
用
す
べ
き

で
あ
る
と
い
う
議
論
が
盛
ん
に
な
っ

た
。
例
え
ば
、
ブ
ザ
ン
は
、
安
全
保
障

に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
し
て
、
軍
事

以
外
に
、
政
治
、
経
済
、
社
会
、
環
境

が
あ
る
と
指
摘
し
、
な
か
で
も
国
家
の

「
生
存
の
た
め
に
必
要
な
経
済
条
件
」

を
保
つ
こ
と
を
経
済
安
全
保
障
と
位
置

付
け
て
い
る
⑶
。
言
い
換
え
れ
ば
、
経

済
安
全
保
障
と
は
国
の
経
済
全
体
を
外

的
な
脅
威
か
ら
守
る
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。
と
こ
ろ
で
経
済
は
公
的
な
も
の

と
私
的
な
も
の
に
分
け
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
公
的
な
も
の
は
政

府
の
経
済
活
動
、
す
な
わ
ち
財
政
を
指

す
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
こ

の
財
政
に
焦
点
を
当
て
、「
財
政
安
全

保
障
」（fi scal security

）
と
い
う
筆

者
の
造
語
を
用
い
て
議
論
を
展
開
し
た

い
。

●「
財
政
安
全
保
障
」
と
は

財
政
安
全
保
障
と
は
、
国
家
の
生
存

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
な
い
程
度
の
歳
入

が
確
保
さ
れ
て
い
る
状
態
を
指
す
概
念

と
定
義
し
た
い
。
ブ
ラ
ン
ド
は
「
予
算

安
全
保
障
」（budget security

）
と

い
う
言
葉
を
用
い
て
同
様
の
概
念
を
提

起
し
て
い
る
。
彼
女
は
ヨ
ル
ダ
ン
を
例

に
と
り
、
ヨ
ル
ダ
ン
が
周
辺
諸
国
や
域

外
大
国
に
支
援
を
求
め
た
の
は
、
何
よ

り
も
予
算
に
見
合
う
歳
入
を
確
保
す
る

た
め
、
す
な
わ
ち
予
算
安
全
保
障
を
確

保
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い

る
⑷
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
む
し
ろ
財

政
安
全
保
障
と
い
う
言
葉
を
用
い
た

い
。
そ
の
大
き
な
理
由
と
し
て
は
「
財

政
均
衡
石
油
価
格
」（fi scal break-

even oil price
）
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー

経
済
学
で
用
い
ら
れ
る
用
語
と
の
親
和

性
を
高
め
た
い
か
ら
で
あ
る
⑸
。

財
政
均
衡
石
油
価
格
と
は
、
あ
る
国

が
そ
の
歳
出
を
賄
う
た
め
に
必
要
な
原

油
価
格
の
こ
と
で
あ
る
。
原
油
価
格
が

財
政
均
衡
石
油
価
格
を
下
回
れ
ば
、
財

政
は
赤
字
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
国
債
の

発
行
や
対
外
借
入
、
対
外
資
産
の
切
り

崩
し
な
ど
に
よ
っ
て
補
え
ば
、
財
政
赤

字
が
す
ぐ
さ
ま
国
の
活
動
に
支
障
を
き

た
す
訳
で
は
な
い
が
、
財
政
赤
字
が
恒

常
的
に
続
け
ば
そ
れ
は
国
家
運
営
に
大

き
な
支
障
を
も
た
ら
す
。
財
政
赤
字
を

減
ら
す
た
め
に
歳
出
を
減
ら
せ
ば
、
そ

れ
が
社
会
不
安
の
遠
因
と
も
な
り
か
ね

ず
、
最
悪
の
場
合
は
政
権
崩
壊
な
ど
の

事
態
に
つ
な
が
ら
な
い
と
も
言
い
切
れ

な
い
。

湾
岸
諸
国
の
財
政
は
、「
レ
ン
テ
ィ

ア
国
家
」
に
関
す
る
議
論
で
も
述
べ
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
、
極
度
に
石
油
・
天

然
ガ
ス
収
入
に
依
存
し
て
い
る
。
本
稿

で
は
特
に
比
較
的
早
く
か
ら
石
油
生
産

を
開
始
し
て
い
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と

ク
ウ
ェ
ー
ト
に
焦
点
を
当
て
た
い
。
石

油
収
入
は
、
石
油
の
供
給
量
と
原
油
価

格
の
掛
け
算
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
従
っ

て
石
油
の
供
給
量
と
原
油
価
格
を
適
切

な
値
に
保
つ
こ
と
が
財
政
安
全
保
障
を

確
保
す
る
基
本
的
な
考
え
方
と
な
る
。

現
在
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
ク
ウ
ェ
ー

ト
の
歳
入
に
占
め
る
石
油
収
入
の
割
合

湾
岸
諸
国
の
「
財
政
安
全
保
障
」

　

―
安
定
的
な
石
油
収
入
の
確
保
を
目
指
し
て
―近

藤 
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湾岸諸国の「財政安全保障」 ―安定的な石油収入の確保を目指して―

は
お
よ
そ
九
割
で
あ
る
。
そ
う
し
た
石

油
収
入
は
ま
ず
消
費
国
の
石
油
会
社
か

ら
産
油
国
の
国
営
石
油
会
社
に
支
払
わ

れ
、
そ
れ
が
中
央
銀
行
を
経
由
し
て
各

国
の
財
務
省
に
納
め
ら
れ
る
⑹
。
以
下

で
は
財
政
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
第

二
次
世
界
大
戦
終
結
か
ら
現
在
ま
で
の

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
政

治
経
済
史
を
振
り
返
り
た
い
。

●
歴
史
（
一
九
四
〇
年
代
〜
現
在
）

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
ク
ウ
ェ
ー
ト
で

本
格
的
に
石
油
生
産
が
開
始
さ
れ
た
の

は
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
後
で
あ
っ

た
。
石
油
生
産
は
国
際
石
油
資
本
の

現
地
操
業
子
会
社
に
よ
っ
て
担
わ
れ

た
。
そ
れ
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
は
ア

ラ
ム
コ
で
あ
り
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
で
は
ク

ウ
ェ
ー
ト
石
油
会
社
で
あ
っ
た
。
両
社

は
、
あ
ら
か
じ
め
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
と

の
間
で
結
ば
れ
た
石
油
利
権
協
定
に
基

づ
き
、
利
権
料
を
支
払
っ
た
。

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
次
第
に
よ
り
多

く
の
利
権
料
を
石
油
会
社
に
求
め
る
よ

う
に
な
り
、
一
九
五
〇
年
に
は
ア
ラ
ム

コ
と
の
間
で
利
益
折
半
協
定
を
結
ん

だ
。
こ
れ
は
石
油
生
産
に
よ
っ
て
生
じ

る
利
益
を
石
油
会
社
と
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
政
府
と
の
間
で
半
々
に
分
け
合
う
と

い
う
も
の
で
、
こ
の
協
定
に
よ
り
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
石
油
収
入
は
大
き
く
増

加
し
た
。
ク
ウ
ェ
ー
ト
も
同
様
の
協
定

を
ク
ウ
ェ
ー
ト
石
油
会
社
と
結
ん
だ
。

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
一
九
五
六
年
に
、

石
油
か
ら
上
が
る
利
益
を
五
六
対
四
三

の
割
合
で
自
国
と
日
本
の
ア
ラ
ビ
ア
石

油
と
の
間
で
分
け
合
う
協
定
を
締
結

し
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
も
こ
れ
に
倣
っ
た
。

し
か
し
、
一
九
五
九
年
に
国
際
石
油

資
本
が
産
油
国
へ
の
通
告
な
し
に
一
方

的
に
原
油
価
格
の
引
き
下
げ
を
決
定
し

た
こ
と
は
、
石
油
収
入
に
依

存
し
て
い
た
産
油
国
に
大
き

な
衝
撃
を
与
え
た
。
同
年
、

ア
ラ
ブ
諸
国
は
第
一
回
ア
ラ

ブ
石
油
会
議
を
開
催
し
、
翌

年
に
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
な
ど
中

東
以
外
の
国
も
加
わ
っ
て
石

油
輸
出
国
機
構（
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

が
設
立
さ
れ
た
。
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

諸
国
は
、
結
束
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
国
際
石
油
資
本
の
原

油
価
格
引
き
下
げ
の
動
き
に

対
抗
し
よ
う
と
し
た
が
、
一

九
六
〇
年
代
に
石
油
は
概
ね

供
給
過
剰
の
状
態
が
続
き
、

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
価
格
引
き
上
げ

の
努
力
は
報
わ
れ
な
か
っ

た
。一

九
六
七
年
六
月
に
は
イ

ス
ラ
エ
ル
と
周
辺
の
ア
ラ
ブ

諸
国
の
間
で
第
三
次
中
東
戦

争
が
勃
発
し
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
ク

ウ
ェ
ー
ト
は
開
戦
後
、
即
座
に
米
英
へ

の
石
油
禁
輸
措
置
を
発
動
し
た
。
し
か

し
、
石
油
が
供
給
過
剰
な
当
時
の
情
勢

で
は
、
石
油
禁
輸
措
置
は
効
果
を
発
揮

し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ

ビ
ア
や
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
石
油
収
入
は
減

少
し
、
両
国
の
財
政
状
況
が
悪
化
す
る

だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
六

七
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
ア
ラ
ブ
連
盟

の
ハ
ル
ツ
ー
ム
会
議
で
、
両
国
は
石
油

禁
輸
措
置
を
解
除
す
る
こ
と
を
ア
ラ
ブ

諸
国
に
同
意
さ
せ
、
代
わ
り
に
イ
ス
ラ

エ
ル
の
侵
攻
に
よ
っ
て
領
土
を
失
っ
た

エ
ジ
プ
ト
や
ヨ
ル
ダ
ン
に
対
し
て
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
等
が
経
済

支
援
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

一
九
六
〇
年
代
に
み
ら
れ
た
石
油
余

り
の
状
況
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
る

に
つ
れ
て
大
き
く
転
換
し
、
む
し
ろ
石
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図 1　サウジアラビアの財政（1970 年～ 2013 年）

（注）インフレ率を考慮し各年度の額を 2013 年の価格で表示。
（出所）Saudi Arabian Monetary Agency, Annual Report . IMF, World Economic Outlook . より作成。

図 2　クウェートの財政（1970 年～ 2012 年）

（注）インフレ率を考慮し各年度の額を 2012 年の価格で表示。会計年度は 4月 1日～ 3月 31 日。
（出所）Central Bank of Kuwait, Economic Report . IMF, World Economic Outlook . より作成。
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油
は
供
給
不
足
に
陥
っ
た
。
こ
の
石
油

不
足
を
背
景
に
、
産
油
国
は
原
油
価
格

の
上
昇
を
国
際
石
油
資
本
に
求
め
る
よ

う
に
な
り
、
一
九
七
〇
年
に
リ
ビ
ア
が

地
中
海
産
原
油
の
価
格
上
昇
を
国
際
石

油
資
本
に
認
め
さ
せ
た
。
一
九
七
一
年

に
は
テ
ヘ
ラ
ン
協
定
が
湾
岸
諸
国
と
国

際
石
油
資
本
と
の
間
で
締
結
さ
れ
、
湾

岸
産
原
油
の
価
格
も
上
昇
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
一
九
七
二
年

に
既
に
同
国
史
上
最
大
の
日
量
三
三
四

万
バ
レ
ル
の
石
油
を
生
産
し
た
が
、
将

来
の
世
代
に
石
油
を
温
存
す
べ
き
で
あ

る
と
い
う
議
論
が
国
民
議
会
議
員
な
ど

の
間
で
持
ち
上
が
り
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
は

そ
の
年
を
境
に
石
油
減
産
に
切
り
替
え

た
⑺
。一

九
七
三
年
の
第
四
次
中
東
戦
争
は

飛
躍
的
な
原
油
価
格
の
上
昇
を
も
た
ら

し
た
。
戦
争
中
に
開
催
さ
れ
た
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
諸
国
と
国
際
石
油
資
本
と
の
原
油
価

格
を
め
ぐ
る
協
議
は
決
裂
し
、
一
〇
月

一
六
日
に
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
諸
国
は
一
方
的
に

原
油
価
格
の
七
〇
％
の
上
昇
を
宣
言
し

た
。
そ
の
翌
日
に
は
ア
ラ
ブ
産
油
国
が

石
油
生
産
を
毎
月
五
％
減
ら
す
こ
と
を

決
め
、
一
〇
月
二
〇
日
に
は
ア
メ
リ
カ

に
対
す
る
石
油
禁
輸
措
置
を
実
施
し

た
。
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
よ
る
原
油
価
格
の
引

き
上
げ
が
極
め
て
成
功
し
た
た
め
、
石

油
生
産
削
減
と
ア
メ
リ
カ
等
へ
の
石
油

禁
輸
措
置
か
ら
な
る
「
石
油
戦
略
」
が
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
財

政
に
本
来
与
え
る
は
ず
で
あ
っ
た
負
の

影
響
は
か
き
消
さ
れ
た
。
一
二
月
に
は

よ
り
高
い
原
油
価
格
を
求
め
る
イ
ラ
ン

の
要
求
に
押
さ
れ
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
諸
国
は

原
油
価
格
を
更
に
一
三
〇
％
上
昇
さ
せ

た
。
他
方
で
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
ク

ウ
ェ
ー
ト
等
は
、
石
油
会
社
へ
の
資
本

参
加
も
加
速
さ
せ
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
一

九
七
五
年
に
ク
ウ
ェ
ー
ト
石
油
会
社
を

完
全
国
有
化
し
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
も

一
九
八
〇
年
に
ア
ラ
ム
コ
を
完
全
国
有

化
し
た
。

原
油
価
格
は
一
九
七
九
年
の
第
二
次

石
油
危
機
に
よ
っ
て
再
び
大
き
く
上
昇

し
た
が
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
が
財
政
黒

字
を
計
上
し
た
の
は
一
九
七
九
年
か
ら

一
九
八
二
年
ま
で
の
三
年
間
に
留
ま
っ

た
（
図
１
）。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
一

九
八
一
年
に
日
量
一
〇
二
六
万
バ
レ
ル

の
石
油
を
生
産
し
た
が
、
原
油
価
格
が

暴
落
す
る
こ
と
を
恐
れ
、
一
九
八
二
年

に
生
産
量
を
急
減
さ
せ
た
。
こ
の
よ
う

に
石
油
生
産
量
を
調
整
し
て
原
油
価
格

を
適
正
な
水
準
に
保
つ
役
割
を
担
う
国

を
ス
ウ
ィ
ン
グ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
呼

び
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
こ
の
役
割
を

引
き
受
け
た
が
、
次
第
に
財
政
赤
字
に

耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
一
九

八
六
年
に
そ
の
役
割
を
放
棄
し
、
原
油

価
格
は
暴
落
し
た
。

一
九
八
六
年
以
降
、
原
油
価
格
は
慢

性
的
な
低
価
格
時
代
に
入
り
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
や
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
財
政
赤
字

を
計
上
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
Ｏ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
加
盟
国
に
石
油
生
産
量
に
割

り
当
て
を
設
定
し
、
過
度
な
生
産
量
の

増
加
に
よ
る
価
格
下
落
を
防
ご
う
と
し

た
が
、
個
々
の
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
加
盟
国
は
歳

入
を
増
や
す
た
め
に
な
る
べ
く
多
く
の

石
油
を
生
産
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
こ

の
割
り
当
て
制
度
の
効
果
は
限
定
的
で

あ
っ
た
。
一
九
八
〇
年
代
末
に
イ
ラ
ク

は
ク
ウ
ェ
ー
ト
等
が
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
割
り

当
て
を
大
き
く
超
え
る
石
油
を
生
産
し

続
け
て
い
る
と
主
張
し
、
こ
れ
が
湾
岸

危
機
の
一
因
と
な
っ
た
。

ク
ウ
ェ
ー
ト
は
一
九
九
〇
年
か
ら
一

九
九
一
年
ま
で
イ
ラ
ク
に
占
領
さ
れ
、

国
の
財
産
が
外
国
へ
多
量
に
送
金
さ
れ

た
た
め
歳
出
は
大
き
く
上
昇
し
た
。
イ

ラ
ク
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
占
領
に
よ
っ
て
一

時
的
に
原
油
価
格
が
上
昇
し
た
が
、
そ

の
後
は
引
き
続
き
一
九
八
〇
年
代
と
同

じ
低
価
格
時
代
へ
と
戻
り
、
サ
ウ
ジ
ア

ラ
ビ
ア
と
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
財
政
赤
字
を

抱
え
る
こ
と
と
な
る
。
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
は
、
外
国
や
国
際
機
関
か
ら
借
り
入

れ
る
の
で
は
な
く
、
対
外
資
産
の
切
り

崩
し
に
よ
っ
て
赤
字
分
を
賄
お
う
と
し

た
。
そ
し
て
歳
出
の
配
分
を
教
育
な
ど

に
集
中
さ
せ
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
予
算

を
大
幅
に
削
る
こ
と
で
こ
の
低
価
格
時

代
を
乗
り
切
ろ
う
と
し
た
⑻
。

産
油
国
に
と
っ
て
は
厳
し
い
原
油
低

価
格
時
代
も
二
〇
〇
〇
年
代
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
終
わ
り
を
告
げ
た
。
中
国

を
初
め
と
し
た
ア
ジ
ア
諸
国
の
石
油
需

要
の
伸
び
な
ど
を
主
な
要
因
に
、
再
び

石
油
需
給
が
供
給
不
足
の
状
態
に
な

り
、
と
り
わ
け
二
〇
〇
三
年
の
イ
ラ
ク

戦
争
以
降
は
原
油
価
格
が
高
い
割
合
で

上
昇
し
た
。
比
較
的
人
口
規
模
の
小
さ

い
ク
ウ
ェ
ー
ト
は
一
九
九
九
年
に
財
政

黒
字
に
転
換
し
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は

二
〇
〇
三
年
に
本
格
的
に
財
政
黒
字
に

転
換
し
た
。
二
〇
〇
八
年
か
ら
二
〇
〇

九
年
に
か
け
て
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
に
と
も
な
う
投
機
資
金
の
流
出
入
に

よ
り
原
油
価
格
が
乱
高
下
し
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
の
財
政
も
そ
れ
に
連
動
し

た
。
二
〇
一
二
年
の
ア
ラ
ブ
の
春
の
際

に
も
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
大
き
な
財
政

出
動
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
歳
出
は
増
加
の
一
途
を

辿
り
、
財
政
均
衡
石
油
価
格
が
押
し
上

げ
ら
れ
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

湾
岸
諸
国
、
少
な
く
と
も
今
回
検
討

し
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
ク
ウ
ェ
ー
ト

の
財
政
は
外
部
か
ら
の
石
油
収
入
に
大
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き
く
依
存
し
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
代

初
頭
か
ら
一
九
八
〇
年
代
中
頃
ま
で
は

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
原
油
価
格
の
決
定
権
を

握
っ
て
い
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
後
半

以
降
は
急
速
に
原
油
が
市
場
商
品
化

し
、原
油
価
格
も
金
融
機
関
や
ヘ
ッ
ジ
・

フ
ァ
ン
ド
な
ど
、
本
来
石
油
の
売
買
に

関
係
の
な
い
市
場
参
入
者
の
意
向
に

よ
っ
て
大
き
く
変
動
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
た
め
、
湾
岸
諸
国
の
財
政
基

盤
は
不
安
定
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で

い
る
。

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
ヤ
マ
ニ
元
石
油

相
は
「
石
器
時
代
は
石
が
な
く
な
っ
た

か
ら
終
わ
っ
た
訳
で
は
な
い
。
石
油
時

代
も
石
油
が
な
く
な
る
は
る
か
前
に
終

わ
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
が
、
万
が
一

石
油
消
費
国
が
石
油
を
必
要
と
し
な
く

な
っ
た
場
合
、
湾
岸
諸
国
は
そ
れ
を
最

大
の
財
政
安
全
保
障
上
の
脅
威
と
感
じ

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
近
年
で
は
シ
ェ
ー

ル
・
オ
イ
ル
が
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
国

際
石
油
市
場
に
お
け
る
地
位
を
脅
か
す

と
み
る
向
き
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
産
油

国
の
内
部
に
目
を
向
け
れ
ば
、
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
や
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
人
口
増
加

率
は
非
常
に
高
く
、
今
後
と
も
歳
出
が

増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
う

し
た
あ
ら
ゆ
る
懸
念
が
、
石
油
収
入

に
依
存
す
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
や
ク

ウ
ェ
ー
ト
の
財
政
安
全
保
障
の
問
題
に

関
わ
っ
て
い
る
。
今
後
も
湾
岸
諸
国
は

財
政
安
全
保
障
を
念
頭
に
お
い
て
国
の

重
要
政
策
を
策
定
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
こ
ん
ど
う　

し
げ
と
／
慶
應
義
塾
大
学

大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程　

政
治
学
専
攻
）

《
注
》

⑴
本
稿
で
は
、
湾
岸
協
力
評
議
会
（
Ｇ

Ｃ
Ｃ
）
に
加
盟
す
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
、ク
ウ
ェ
ー
ト
、カ
タ
ー
ル
、バ
ー

レ
ー
ン
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
オ
マ
ー
ン
の
六

カ
国
を
指
す
。
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